
舎Z手湯号線転図帝都京

長言67務
貨
幣
よ
り
の
干
渉

-
i
高

田

戦
力
増
強
の
現
論

柴

田

¥

¥

大
東
亜
戦
争
と
日
本
女
性
の
復
興
1
i
l
i
-
-
中

川

奥

之

助

ベ
ッ
テ
ィ
の
経
済
理
論

E

・E
・-
z
i
j
i
f
-
-
-
z
i
l
-
-
白

移

庄

に
ゴ
ド
の
農
業
粧
済
理
論
・

j
i
-
-
-
・:
i
山

岡 V

支
那
私
幣
考
補
E
i
-
-
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
z
・
・
・
:
:
穂

積

南
方
閥
係
文
献
展
観
目
録

業

報

保嘉文/

馬敬

行聾月七年八:t和昭

良日雄



グ

委

フ

・
牛

ラ

ン
ド
の
農
羨

難

論

＼
、

」

第

五
+
七
巻

・グ

ス
.タ

フ

・、
ル
ー

ラ

ン
下

の
農

業

経

済

理

論

緒

、

言

㌔

六
〇

笹
津
一
號

六
〇

山

岡

亮

一

ゴ

彼

の
帆
國

獅
逸

に
於

て
さ

へ
も

グ

ス
.タ

フ

・
ル
ー
ラ

ン
ド

の
経

済

學

が

注
目

せ
ら

れ

は

じ

め

た

の

は
極

最

近

の
こ

と

で
あ

る
。

假

令

彼

の
活
躍

せ

る
時
代

(
一
八
八
五
一

】
九

=
〔
年
)
に

}
部

の
學

蕎

に

よ

り

認
め

ち

れ

て
る

た

と

し

て
も

、

文
ア

ル
ベ

ル
ト

ー
シ

エ
フ
.

レ
に
よ
り
彼
の
業
繋

甚
だ
高
く
評
債
せ
ら
れ
て
る
た
に
し
て
も
、
常
時
の
　
般
経
済
學
界
は
彼
の
特
異
な
學
風
を
奇
異
の
感
じ
を

・

も

っ
て
見
て
み
た
と
い
ふ
程
度
に
終
っ
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考

へ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
彼
の
傳
記
筆

に
つ
き
詳
細
に
語

っ
て
ぬ

の

.

る
三

・
-
奮

の
著
書
の
序
文
に
牛

・
ン
ド
の
論
著
の
多
く
が
、
祀
.國
猫
逸
の
響

讐

於
て
も
見
譽

れ
す
・
資
料
を
集
め

ち

る

に
甚

だ
困

難

で

あ

っ

た
と

述

べ

て
居

る

こ

と
か

ら
も

ほ

ぼ
推

察

せ

ら
れ

る

の

で
あ

る
ρ

彼

が

そ

の
死
後

約

三

十

年

に

し

て
漸

や

く

」
般

に

認
め

ら
れ

始

め

た

の
は

]
に

ナ

チ

ス

・
ド

イ

ツ
農

林

大

臣

ワ

ル
タ

ー

・
ダ

レ
に
負
.ふ
も

の
ど

言

っ

て
よ

㎞
。
ダ

レ
は

ル
レ

ラ

.

ン
「ド
の
大
著

。.ω
…
奮
三

・・
琶

藝

・乙

犀
8
・
簿

、・
「
政
蓬

濟
學
大
系
」
第

暮

の
新
婆

出
版
す
る
に
際
し
そ
の
序
に
「
最

大

の
国
民
経
済
學
者
の

一
人
は

一
九

【
四
年
に
.死
し
た
、
そ
の
名
は
グ
ス
タ
フ

・
ル
ー
ラ

ン
ド
と
よ
ぶ
」

と
述
べ
、
更
.に
彼
の
研
究

を
基
礎
と
し
て
國
食
糧
職
分
園
法
が
制
定
せ
ら
れ
た
旨
附
言
し
て
み
る
の
で
あ
る
ρ
ヴ

レ
が
ル
ー
ラ
ン
ド
の
論
著
に
注
意
を
喚
起
し
・

た
所
以
の
も

の
は
ル
ー
ラ
ン
ド
が
早
く
よ
り
資
本
主
義
制
度
の
、
農
民
暦
及
び
民
族
に
及
ぼ
す
害
悪
を
措
摘
し
て
み
る
事
實
、
並
に

ゴ

農
民
の
勢
働
牧
盆
は
資
本
主
義
的
商
品
市
場
及
び
取
引
所
の
投
機

の
支
配
よ
り
こ
れ
を
脱
却
せ
し
む
べ
し
と
要
求
し
た
事
實
に
も
と

.'
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r

つ

く

の
で
あ

る

。

そ

の
後
今

日

に
至

る

迄

ル
ー

ラ

ン
ド

に
聞

す

る
著

書

は

相
當

の
敏

に
上

ヅ

、

そ

の

主
要

な

る

も

の

の
み

に

て
も

上

・

コ

レ

ラ

ほ

ほ

フ

掲

の

ビ

ユ

ロ

ー

の

も

の

の
外

に

ヨ

ー

ゼ

フ

・
ペ

ッ

ク

、

ア

ロ

イ

ズ

・

ハ
ウ

ス

ナ

ー

、
.
オ

ツ

ト

・
.テ

ン

ゲ

、

ウ

イ

リ

イ

・

マ
.イ

ン

ホ

ー

ロ

け

ル
ド

、

フ
ォ

ン

,
、-、
ユ
プ
リ

ン
ク

の
如

き

が
数

へ
ら

れ

る

盛
濁

で

あ

み
。

わ

れ

わ
れ

は
彼

の
理

論
盤

系

が

全
龍

主
義

的
な

、
公
益

優

先
の
田偏
胆を
以
て
貫
か
れ
て
居
る
瓢
に
十
分
の
開
心
を
持
つ
と
共
に
、
他
面
彼
の
中
産
階
級
理
論
と
よ
ば
れ
る
濃
家
経
済
理
論
一

勿
論
こ
の
両
者
は
彼
の
罷
系
中
で
不
可
分
の

[
膿
を
な
す
も
の
で
あ
る
一

が
チ
ャ
ヤ
ノ
ブ
或
は
チ
ェ
リ

ン
チ
正
フ
、
グ
ヴ
ィ
ッ
ド
.

の
小
農
理
論
と
異
な
る
凋
自
の
理
論
的
性
格
を
も
ち
、
そ
の
理
論
を
某
礎
と
し
て
立

て
ら
れ
た
農
業
政
策
の
急
進
的
徹
底
的
な
み
に

論
究
す
べ
き
十
分
な
る
理
由
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
先
づ
彼
の
生
涯
を
通
観
し
そ
の
環
境
を
顧
み
る
こ
と
か
ち
始
め
よ
う
似

=

彼

れ

の

略

歴

e

ノ

〒

ハ
ン

・
ア

ウ
グ

ス
ト
、
グ

ス
タ

フ

・
ル
ー

ラ

ン
ド

は

一
八
六
〇
年

、

六
月

+

百

、

バ
イ

エ
ル

ン
の

ヘ
ッ

セ

ン
歩

一
ル
.地
方

に
あ

る

ス
ペ

ス
ア

ル

ト

σ
丁
度

ハ
ゥ

フ

の
お
伽

話

に

で
も

出

て
來

さ
う

な

山

村

の
騨

邊
宿

で

そ

こ

の
主
人

ヨ
オ

ハ

ン
・
ア
ダ

ム

・
ル
ー

ラ

ン
ド

の
第

三
子

と

し
て
蹴

れ

た

の
で

恥

あ

る
。

マ
イ

ン
.ツ

の
賃
科

學
校

を
卒

業

ん
で

兵
役

を
了

る

と
、

ラ

ン
ゲ

ヴ
ザ

ル

ツ

エ

の
高
等

工
藝

雄
核

に
λ
學

し

て
み

る
が

、
半

途

に

し
て
退
學

し
、
北

ド

イ

ツ

の
大
農

場

に
或

は
見

習

と

し

て
或

は

管
理

人
と

し

て
農

業

総

督

の
質

際

を
盟
験

し
、

一
八
七

九
年

に
故

郷

ス
ペ

ス
ア

ル
ト

に
蹄

っ
て
み

る
。

そ

れ

は
父

の
歿
後

相

続

人

と
し

て
そ

の
農

場

纏

醤

に
携

は
る

た
め

で

あ

っ
た
。

と

の
頃

7

ラ

ン
ケ

ン
で

は
フ

ラ
イ

～
,ル

。
7
オ

ン

・
チ

ゥ

ル
ゲ

ン

・
ロ

ス
バ
ッ

ハ

の
指
導

下

に
農

業

運
動

が
惹

き
起

さ

れ
て

み
た

が
、

若
き

ル
ー

ラ

ン
ド

は
激

情

的

に

こ

の
運
動

に
参

加

し
た

、

そ

し
て
村

か

ら
村

へ
と
遊
説

し

て
廻

っ

た

の
で

あ
る
。

そ

の
後

「
身

上

の
事

に
關

し

て
母

親

と

の
意

見

の
衡

突

か
ら
父

よ

り
受

繊

い
だ
農

場

の
脛
瞥

を
末

弟

の
オ

ッ
ト

・
ル

レ
ラ

ン
ド

に
護

り
、
・

自

ら

は
他

に
農

地

を
求

め
ん

志
し
た

。

こ

の
際

の
農

地
祁
績

そ

の
他

に
關

ナ
る
種

々

の
に
が

き
禮
験

は
彼

の
農

地

に
關
す

る
論

究

の
あ
ち

こ
ち

に
そ

の
片

鱗

を

あ
ら

は

し
て
居

る

の
で

あ

る
。
・
彼

の
不
安

定
な

る
農
場

収

入

は
彼

を

し

て
串

間

へ
の
献

身
を

よ
り

積
極

的

な
ら

し
め

、
文

筆

に
よ

る
収

入

も
か

な
り

期
待

出

来
る

や
う

に
な

っ
て
来

た

の
で
あ

る
。

.「
八
八

二
年
以

降
農

業

の
貸

際
問

題

に
関

す

る
論
文

を

「
バ

イ

エ
ル

ン
農
會

雑
誌
」
に
投

稿

し

は
じ

め
た
。

グ
・
・
フ
・
ル
↓

誉

の
農
蓋

雛

論

△
.

第
旱

蓉

「
六
一

笙

號

六
二
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1

一.

「h

「

'

「
.

「「

」

ゴ

,

　
ヘ

グ

ス
タ
.フ

「
ル
ー

ラ

ン
ド

の
農

業
経

済
細
ゆ
論

ヒ

第

五
十
七
春

六

二

笛
π
「
號

六

二

こ

の
年
當

時

二

十

二
歳

で

あ

っ
た

ル

ー
ラ

ン
ド

は

「
狽

逸

経
済

學

界

の
元
老
」

た
る

ア

ル
ベ

ル

ト

・
シ

エ
フ

レ
.
.
に
彼

の
論

文

「
農
業

調

人

信
用

の
吐
會

的

'

・
・
化
・
讃

垂

峯

・
雲

　

喝
ζ

意

・
藍

・
馨

・
・
蕃

・
…

同
…

肇

信
　

嘉

・
見
蟹

.
覧

れ

ヨ
コ

・
シ

エ
フ
レ

の
編
輯

せ

る
雑
誌

に
投

稿

す

る
ま

う

要
求

し
た
。

こ

、
に

ル
ー

曽了
ン
ド
は

シ

エ
フ

レ
に

よ
り

そ

の
才
能

を
見

田

さ

わ
、
墨

黒

へ

の
獲
足

が
始

ま

19

9
皿

、

　

ヨ

る
。

そ

の
後

相
維
「
い
で
彼

の
虜

女

著
作

た

る

「
謝肛
會

政
策

的

立
場

よ
り

の
.農

業

政
策

的
試

論
」
〔
】
八

八
ニ
ー

八
三
年
)

及

び

「
農
業

土
、地
所

有

の
自

然
的

融

m
M

一

㎜

ue
㎞

債
値

關

係
」
〔
一
八

入
四

年
)
が

出
版

せ

ら

れ

て
る

る
。

M

m

v

運
命
の
幸
・㎜
な
る
拠
り
合
・
せ
冷
b
ル
ー
・.
ン
ド
は
ビ
ス
房

・
後
援
を
受
・
…

　

、
・
叢

・
鐘

の
暴

行
毒

ら
・
、

諜

、

一
.八

八
八
年

よ

り

「
八
九

〇
年

迄
三

年

に
互

リ

ロ
シ
ヤ
、
英

国

、

イ

ン
ド

、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
㍉

北

米
膏

衆

國
及

び

ド

ナ
ウ
流
域

諸

国

を
視

察

し
た

の
で

曙

㎜

;

　
で

恥

s
h

W

あ

る
。

こ

の
結

果

が
数

冊

の
旅
行

報

告
書

に
ま

と
め

ら

れ
て
る

る
。

ビ

ス

マ
ル
ク
が
桂

冠

」
カ

プ

リ

7
イ
宰

相

の

と
っ
た
繭
阻視

政
策

は
従

来

の
経

済
政

策

甜
厩
10

や

な

・
轟

換
蓋

・
、
・
焉

・
霧

毒

・
蕪

・
約
款
嚢

霧

吻
…

皇

　

峯

茎

・
九
・
年
・
盟

改
・
籍

餐

懸

、

　

　

業
聾

。
新
た
な
る
生
々
、
し
た
刺
箸

あ
た

へ
。
。
で
あ
。
た
。

.、
蒙

り
緋

,
.フ
ン
,
撃

ユ
ー
リ
ツ
ヒ
.大
學

の
國
暴

璽

。
語

ユ
し
。
就

懸

。

任

し
た

の
で
あ
る
が
こ
の
際

の
講
演
は

「
實
際
農
業
政
策

の
根
本
原
理
に
つ

い
て
」
で
あ
り
、

そ
の
後
常
時
支
配
的
な
リ
レ
農
業
學
説
敵
謝
す
る
激
烈
な

・
回
面

一

.

・
璽

が
試
・
・
れ
・

・
で
・
・
。

・
・

奮

‡

・
ブ

レ
ン
・
ノ
と

・
蓉

…

著

・
ル
ー

・
・
ブ
レ
ン
ダ
・
氏

・
農
藩

講

義

・
(
天

㎞
瞬

九
翠

)
覧

・
れ
・
。
天

九
翠

の
謬

は
、
・
・
㌻

・
・
ブ

ナ
あ

鑑

で
、
塁

喬

讐

舞

鶴

・
し
て
、
謬

・
・
籍

甚

ん
で

朧

n
■

エ

　

み
る
。

ル

ー
ラ

ン
ド

の
経

済

政
策

的

理
念

は
か

」
る
農

業

者
團
髄

と

の
直
接

な

る
接

鯛

に
よ

っ
て
愈

々
藁

蓑

を
撰

眠

し
得

、
速

か
に
成

熟

し

て
行

っ
た

の

鴨
B

㎎
25

さ

ロ

じ

コ

し

じ

　

で
あ
っ
た
。

'

脱
A
響

臨

齋

ル
ー
ラ

ン
ド
は
農
業
問
題

を

】
の
国
際
的
問
題

と
し
て
認
識
し
且
取
扱
は
ん
と
試
み
て
み
る

の
で
あ
る
が
、
彼

は
周
知

の

「
穀
偵

の
状
態
並
に
構
成
に

り
.い
て
の
国
際
農
業
團
禮
」

の
設
立
に
大
に
關

保
し
で

る
た
。

ル
ー
ラ
ン
ド
こ
そ
は
、
.一
八
九
五
年
に
農
業
春
闘
鎧

の
幹
部
が
、
先

づ
オ
ー
ス
十
リ
ァ
殴

殺
い慧

轡
蕪
ゼ論

難
罐難
講

雛
麟
鞍

篶

糠星
舗
簗

糠
蠣
編
謙

悔

ん
で
、
後
に

「
穀
個

の
駅
態
並
に
構
成
に
關
す
る
国
際
農
業
委
員
會
」

の
設
立
を
見
、

ル
ー
ラ
ン
ド
賦
こ
の
委
員
會

の
ド
イ
ツ
側

の
書
記
に
任
ぜ
ら
れ
、

糊
W
伽
L

一
九
〇
三
年
に
は
こ
の
委
員
會
よ
り

の
委
嘱
に
よ
り
高
く
評
償
せ
ら
れ
た
勢
作

「
穀
個
構
成

の
理
論
」
を
著

し
肉

の
で
あ
る
。

)
)
)
)

を

る
叢

窪

程
を
碧

で
彼

の
繋

的

な
ゑ

一所

直

な
る
著
書

「
政
治
組
輩

繋

」

が
著
は
さ

る
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
・

晩
年

の
彼

は
國

8
9
m
血

、



＼

,
.

P

.

'

民
有
認

的
翼

裏

・
ゲ
、
・
の
有
機
的
慧

・
の
聯
關
を
離

す
芝

葺

、
「で

・
・
わ
が
國
民
経
璽

・
な
・
婁

を
も
の
し
て
営

の
で
あ

㌔

彼
の
死
去
し
た
の
竺

九
西

年
一
昂

・
・
テ
・
蕩

治
場
に
て
病
鍛

蓄

の
こ
と
で
あ
っ
・
凌

鋳

・
敵
馨

・
だ
・
て
る
註

會
民
主

へ
　

フ

義

並

旨

皇

新

開

は
彼

の
死
線

レ
て
も
何
憎
悪
に
み
ち
た
論
説
を
掲
げ
た
と
い
ふ
・
と
で
あ
る
。

三

彼

れ

の

環

境

曽

髄

経
済
學
設
史
上
、
十
八
世
紀

の
末
葉
以
後
菟
國
の
韮
と
し
て
商
工
業
的
と
も
言
21
べ
き
経
済
理
論
に
謝
し
て
、
チ
ウ
ネ
ン
、
ロ
ー

ド
ベ
ル
勾

及
び
ベ
ル
ン
ハ
ル
デ
嘉

餐

そ
の
蕃

に
於
て
英
図
古
典
學
派
ど
磐

と
も
劣
ら
ざ
る
習

の
業
績
農

耕
し
凍
っ

た
こ
と
は

一
般
に
認
め
ら
れ
て
居
る
に
し
て
も
、
こ
れ
等
著
書

の
根
底
に
横
.は
る
ド
イ
ツ
農
業
的
思
想
が
そ
の
中
に
如
何
に
美
事
にロ

展
開
せ
ら
れ
て
る
・
か
準

分
に
評
債
せ
ら
れ
て
居
る
と
些

一・
ひ
讐

の
蓋

・
。
.
そ
乏

鶴

健

。
・
ッ
の
経
業

態
に
よ

り
、
特
に
農
民
の
生
活
事
情
に
よ
り
規
定
せ
ら
れ
た
る
故
国
に
忠
實
た
ら
ん
と
す
る
土
地
思
想
が
成
熟
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
例

へ

リ

ヒ

.俘

ウ
ネ

・
及
び

・
{

へ
㌻

・
に
於
け
・
葉

原
理
・
地
代
原
理
の
明
難

腐

立
が
、
そ
の
あ

護

れ
で
あ
り
、
そ
れ
は
.

や
が
て
商
品
思
想

へ
の
特
徴
約
な
反
抗
と
な
り
、
又
私
経
済
的

・
世
界
経
済
的
叢
展
に
封
ず
る
金
々
尖
鋭
化
せ
る
批
判
に
迄
展
開
せ

ら
れ
る
こ
と
.と
な
る
。
.
.
.
.

、
一

.

一
九
世
紀
の
嘔
葉

に
於
て
最
も
傑
町

せ
る
農
業
経
済
學
上
の
業
績
ぱ
テ
オ
ド
ー
ル
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
デ
イ
の
名
著

「大
土
地
所
有
及

　
ド

ラ

び
小
塩

所
有
・
閲
す
・
緒
論
襟

掛
す
至

批
判
の
試
み
」
で
あ
る
♂

・
の
著
毒

真

學
軽

舟

カ
ル
・
躍

代
論
の
讐

批
判
に
基
い
て
展
開
せ
ら
れ
帆
全
髄
主
義
的
方
向
を
示
せ
る
観
察
方
法
に
よ
り
土
、地
所
有
の
配
分
に
つ
い
て
大
中
小
の
農
地
の
健
全

な
る
混
書

そ
國
民
救
婆

も
た
ら
す
も
の
・で
あ
り
、
杜
會
的

対
立
翠

禦

。期
待
せ
ら
れ
る
と
の
見
解
を
述
べ
て
居
る
。

】
乱
世

い

コ

に

グ

ス
タ

フ
・
牛

ラ

・
ド
.の
農
諜

濟
理
論

一

筑
五
+
蓼

六

三

第

一
號
殴

六
三

}　釜輕韓 醗 蒲 置声撚 幣翻:畑 §
"
,　 Ubordie己 口ht旨t並ndigenArbeitsヒaganddieArbeits-Suess'schdTheQrie

/
.

. r

＼

、



,

〆

F

/
.

.

.

グ

.
タ

フ̀

.
ル

『
..7

ン
ド

の
農

羨

濟

理
論

、
.

.

第

五
+

毒

六
四

第

一
號
.

六

四

.

紀
の
六
+
年
代
に
は

「
方
に
茨
て
は
漸
次
必
要
を
悪
ぜ
ら
れ
.る
に
至
っ
た
.土
地
改
良
と
、
他
方
に
於
て
資
本
利
子
の
騰
貴
と
資
本
.か

ロ

あ

灘

鰻

繰
藤
纏

饗
哩麟
嚢

墓

馨
牒
羅

拐藻

磯

曲
.臨

礎

年
代
・
上
砦

問
脅

關
し
警
告
的
蔑

莚

べ
て
居
・
け
れ
ど
も
・
當
時
は
何
等
の
注
意
も
撲

れ
な
か
っ
た
。

ー
ド
ペ
ル
よ

　

エ

識

齢

は

天

六
九
年
垂

っ
て
土
地
信
用
に
關
す
る
彼
の
.古
典
的
著
書
ぎ

し
た
。
・
の
著
書
は
農
業
に
利
用
せ
ら
れ
空

地
を

「永
久

謙

遜
　灘

　副馬
灘
繕

　鱗
鞭　懲
幾

・㎜
.㎜
..隅

凝

、
又
彼
程
理
論
的
研
究
に
よ
農

業
を
資
本
の
侵
略
か
ら
保
護
し
負
債

・
.藩
.
に
芒

壷

く
防
奪

ん
と
努
力
し
た
も
の
は
な

蹄
岨
耀

か

つ
た

の
で
あ

る
。
.

に慰
撫

磐

懇
難

α難

縫

難

鍵
鍔
　馨

鱒
、　
　

欝
.鱒

外
園
務

の
攣

の
勢

は
禦

ド
・
ッ
・
及
ん
で
來
た
の
で
あ
・
・
六
〇
年
代
隠

舞

の
方
が
窪

竺

歩
先
ん
じ
て
器

を

　灘
糠
　難
　へ難
　　難
難
{　　　灘

、



.

「

へ

も

う

農
村
。
は

「勢

至

」
が
主
星

嚢

・
醤

・
讐

に
よ
皇

星

暦
高
め
・
砦

妻

で
・
£

.
、並
・罐

争

二
八
七
早

・警

「
八
七
}
隼
)
後
ド
イ
ツ
農
業

に
は
更
に
一
層
自
由
貿
易
論
的
怠
る
考

へ
方
が
支
配
的
と
な

っ
て
来
た
。
.議
會
に
於
て
は
傑
出
せ
る
保
.

・
㎞
噸

.h
即

守
窯
議
員
も
自
由
貿
易
に
賛
意
を
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ロ
ー
ド
ベ
ル
ト
ウ
ス
も
農
業
保
護
論
の
反
掛
者
で
あ
る
こ
と
琶
明
か
に

.

鷲

脇
濫
穆
.

承
謁
し
た
の
で
あ
っ
た
。

【
八
七
四
年
以
來
債
格
は
下
落
し

一
八
七
六
-
七
八
年
が
凶
作
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
歩

、
穀
物
の
海
外
よ
、

.㎝

㎝
以

軽
韓

髭

賄
灘

襲
蛭蕪

襲

慰
駿
踊
欝
磁
響即難

鐵

灘書

簡
.

的

影

響

は
愈

々
強

く

現

は
れ

、

一
八
七

四
年

に
.ば

リ

ー
プ

ク
ネ

ヒ
ト

の

「
土

地
問

題

に
就

て
」

が
出

版

せ

ら

れ

、
.
マ
ル
ク

ス
の
理
論

・
塁

　

・
…

蔓

部
門
・
於
・
笑

…

羅

・
警

せ
・
れ
輩

　

ド
イ
・
農
慧

・
桑

・
…

馴繍
ヨ

ロ

ヨ

の
　

謝

弧

士
'

は

僅

か

に

シ

昌

マ
ツ

へ
弛
及

び

ル
ド

ル

フ

.
マ
イ

ヤ

」
で

あ

り

、

そ
.の
血

脈

は

正

に
断

ち

切
ら

れ

ん

と
し

て
グ

ス
タ

フ

・
ル
ー

ラ
.仏

説

匹
田
博

`
、8

隅
助

ド

の
登

場

を

待

ち

つ
、

あ

っ
た

の

で
あ

る
。

　
八

七
八

年

ド

イ

ツ
農

業

は
穫

界

市

場

経

済
中
.に
緊

密

に
組

入
れ

ら

れ

た
る
歌

況

下

、

就
l

g
之

ロ

ロ
ユ

れ認
蕩

.農
業
保
護
關
税
を
め
㍗
る

】
大
劇
雫
が
惹
起
せ
ら
れ
た
。
若
き

ル
ー
ラ
ン
ド
が

↓
人
の
實
際
農
業
家
と
し
て
は
じ
め
て
画
家
生
滑
の

聚
突

問
題
に
封
ず
る
自
己
の
立
場
を
決
定
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
正
に
か
、
る
時
代

で
あ

っ
た
σ
で
あ
る
。

、

a

,け

う

、

,,
D

e

4

南
下
イ
ツ
の

一
實
際
農
業
者
と
し
て
両
親
か
ら
相
続
し
た
ば
か
ゆ
の
農
場
の
経
螢
に
あ
た
り
つ
、
、
彼
の
興
味
は
特
に
政
治
、
吐

㎜
5一
囲

む

り

　

豊

び
経
濟
の
・
問
題
に
謝
し
強
く
ひ
か
・
て
る
詮

の
大
著
の
冒
頭
　

発

駕

天

末

年
・
帝
國
馨

替

・
∴

欝

の
後

コ
屑
ふ
迄
も
な
く
實
際
農
業
者
と
し
て
」
保
護
關
椀
派
に
味
方
し
て
み
た
の
で
あ
る
が
,
し
か
し
農
業
保
護
關
税
が
農
村
に
於

V
R

k
.㎝

L
風
山
面

.

け
垂

穂

改
善
に
+
分
役
立
つ
・
の
で
あ
み
か
は
當
蹉

疑

問
で
あ
を

考
へ
て
ゑ

2

あ
・
.
自
房

霧

の
寳
際
欝

誉

鷲

に
よ
っ
て
彼

の
故
郷
の
小
農
民
達
の
貧
困
と
激
烈
な
る
生
活
…闘
争
を
身
を
以
て
謄
験
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
与
の
欺
熊
を
改
善
す

め
⑳

亥

多

・
ル
ー
ラ

・
ド

農

灘

鐘

論

、

箋

毛

巻

、ニ
八
五

笙

競

六
五
・

、



ノ

7

'

.

.
ζ

多

■
ル
ー
ラ

ン
・
の
農
.羨

濟
理
論

「

」

第

五
毛

巻

,
六
六

笙

號

共

六

「る
こ
と
は
、
共
同
輻
祉
上
の
要
求
で
あ
り
、

一
の
肚
.會
政
策
的
必
要
.で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
.こ
の
時
以
後
農
業
に
は
肚

會
的
肇

が
試
み
ら
れ
陰

な
ら
実

業

懸

果

質
的
に
答

的
・
臨

で
・
…

ふ
警

・
棄

す
べ
か
・
ざ
　

の
・

な
っ
た
ロ

農
業
土
地
に
封
ず
る
断
由
な
る
慣
格
構
成
が
甚
だ
弊
害
の
大
な
る
事
は
農
業
簿
記
分
教
科
書
に
竜
黄
葉
牧
釜
理
論
に
も

一
般
に
指

摘
せ
・
れ
た
ぎ

・
・
あ
・
が
、
・
か
・
此
等
の
書
物
に
よ
徒

穰

値
の
大
産

地
の
噸

値
と
婁

。
ば
な
、
ぬ
の
.

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
ル
ー
ラ
ン
ド
は
自
己
の
農
場
に
於
て
次
の
様
な
経
験

に
出
會

つ
た
の
で
あ
為
。
馬
鈴
薯
栽
培
の
時
の
こ
と
で
あ

る
・
馬
籍

畑
は
下
壁

織

壷

よ
り
な
余

坦
な
・
混
砂
糖
土
地
で
あ
っ
九
、
種
薯
は
鋤
返

へ
・
れ
た
幸

羨

く
植
込
ま
れ

る
の
.を
讐

し
て
み
た
・
帥
ち
下
壁

宿

に
直
に
置
か
墾

み
た
の
で
あ
る
、
そ
れ
で
雨
の
多
い
年
に
は
収
穫

奉

腐
づ
て
し

ま
ふ
の
で
あ
っ
た
・
ル
ー
・
ン
遅

プ
・
イ
セ
ン
に
於
て
馬
讐

栽
培
の
異
つ
劣

法
姦

っ
て
來
た
の
で
あ
る
。
彼
の
設
の
響

畑
地
協

き
返

へ
.さ
れ
・
な
ら
さ
れ
葎

種
葉

そ
の
土
の
喬

に
靠

れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
多
雨
の
年
が
め
ぐ
っ
て
来
春

砦

も
馬
鈴
難

に
は
薙

方
法
の
改
善
に
よ
っ
て
・
の
牧
穫
著

し
く
良
好
で
あ
っ
た
。
毒

欝

の
示
す
き

・
は
、
牧
猛

低
め
拝
領
も
亦
一
の
誤
れ
・
摺

概
念
で
あ
狂

、い
ふ
毒

で
あ
っ
た
。
・
の
場
合
栽
培
方
法
の
肇

、
の
箪

、
牧
穫
は
本
質
留

高
め
ら
般

土
地
は
翫

の
投
下
に
　

・
そ
の
慣
僖

於
て
從
て
そ
宿

簿

於
て
も
高
め
ら
れ
・
に
至
っ
た
の
で
あ
・
。
け
れ

ど
も
究
督

於
て
そ
の
も
た
ら
し
た
き

ろ
齢

ち
次
の
檬
な
事
實
で
あ
っ
た
。
栽
培
方
法
の
改
善
青

き
盃

、
改
善
せ
ら
れ
.た

へ

ヘ

ヘ

へ

農
地
を
譲
葺

け
ん
と
欲
し
た
も
の
は
自
己
の
讐

に
よ
る
牧
藩

加
の
た
め
吉

高
き
購
買
債
格
隻

饗

詮

な
ら
す
、
よ
り

悪

負
債
善

負
は
ね
窪

ら
な
か
っ
た
藁

す
る
に
脇
穰

値
穫

に
苓

な
ら
ば
穰
.
の
奨

は
鑑

を
聾

す
茨

の
梨

に
は
な
る
が
・
反
鬱

積

の
培
大
を
来
す
よ
う
働
き
鑑

の
購
入
嘉

望
す
・
も
の
に
は
利
讐

な
ら
す
却
っ
て
損
失
を
も
た
ら

5)
6)

8)

Vg1.R・d圃 ・・津 輯・d・ ・K・editd・ ・G…db・ ・it・・n・84ナ ・
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〆
＼

、

/
、

篠

醗

鶴
舞

難
勅蝶
繍
側卜難

論
肌携
浸繕

縫
筋瓢
讐

∴

・

S

・

3
D

地
所
有
、
鐘

と
牧
釜
雰

離
す
菰

ら
ざ
る
も
の
で
宅

、
有
機
的
に
蓉

芝

め
ら
れ
ね
ば
な
ら
す
、
・
の
霧

的

爵

位
の

d

、89

r

諮

㎞
.

前
提
は
中
産
階
級
に
の
み
見
ら
れ
る
ど
い
ふ
思
想
の
上
に
た
っ
も
の
で
あ
る
。

ロ

コロ

ロ

璽

ヶ
附
言
し
・
・
・
・
・
…

ン
・
・
於
・
至

地
・
糧

・
仕
方
・
…

あ

見
難

…

て
居
ξ

華

騨

鰍

さ

ビ

ソ

あ
る
。
…

土
地
茨

・
歪

よ
り
、
塞

・
奮

に
準
備
を
肇

説

た
限
り
に
於
・
、
土
地
業

な
、
・
と
・
髪

方
。
あ

仙
謬

鱗

糠

如
喫

ル
、
.
一
ド
一
於
て
展
開
さ
れ
て
据
る
か
は
次
の
土
地
の
自
然
債
値
に
つ
.
て
。配
す
る
際
に
明
か
に
せ
舗

四

彼
れ
の
「
土
地
の
自
盛

値
」
に
つ
い
・

轟

卿
漁

の
臆
面
A

以
下
彼
の
初
期
の
著
書

「肇

的
並
に
蕃

的
意
義
よ
り
見
砦

鑑

所
有
の
自
然
的
繧

開
港

つ
い
.5

及
び
論
文

「繁

脳

轟

帥

寵

㎏
…

地
代
及
び
努
銀
よ
り
見
た
る
土
地
の
債
格
及
び
債
値
」
に
よ
っ
て
彼
の
土
地
の
自
然
的
債
値
と
は
如
何
な
る
も
の
か
を
考
察
し
、
ζ

盛
謡

の
概
象

彼
の
み

後
・
理
論
的
震

に
如
何
・
・
役
割
・
昊

ザ
か
・
明
か
・
し
…

彼
・
上
響

・
於
・
は
じ
め
百

・
・
、
　
灘

　

ち

ヨ

橿

論
的
認
識
義

一
的
・
馨

・
、
肇

問
聖

楽

曽

解
決
せ
ん
・
す
る
急
進
理
襲

・
し
で
皇

・
所
信
・
明
か
・
・
し

伽
羅
.

霊
髄

め
居
る
が
故
に
、
彼
の
理
論
の
震
展

に
於
け
る

一
の
太
・質
的
な
展
開
が
こ
Σ
に
提
示
さ
れ
た
る
も
の
.と
し
て
注
目
に
値
す
る
と
考

へ

　

ヨ

る
の
で
あ
る
・
こ
」
で
　ル
ー
ラ
ン
下
は
特
異
な
る
債
値
理
論
讐

し

て
交
贋
鶉

婆

馨

と
し
て
あ
ち
は
れ
る
・
稽

は
霧

債

豊

丸
ラ
ラ
ラ

格

に
比

し

で
第

一
義

的

な
も

の

で

あ
り

、
農

地

の
眞

實

の
便

値

は
不

動

の

も

の
、
永

く

憂

化

し

て
ば
な

ら

な

い
も

の
で

あ
る

。

彼

の

m
H
.膳

グ

ス
タ
フ

・
ル
r
ラ
ン
ド
の
農
業
経
済
理
論

、
第
五
十
七
巻

六
七

、第

一
.號

六
七

/

＼

.

ド

、



Ψ

、

.

グ

ス
タ
フ
・
ル
ー
ラ
ン
ド
の
農
業
縄
濟
理
論

、

第
四五
十
七
籍

六
八

筑

一
貌

六
八

農

民
階

級

を

維

持

せ

ん

と
す

る
努

力
、

農
酬肌栗
關
係

の
安

定

を

は

か
ら

ん

と
す

る

試

み

の
基

礎

に
は

一
の
便

値

理

論

が

存
す

る

の

で
あ

蒔

る
。
こ
の
便
値
理
論
ぱ
濃
地
の
便
個
中
に

一
の
決
定
的
な
大
き
ざ
を
、
.從
て
均
衡
的
な
経
済
關
係
の
論
理
-
一
い
陰
Ψ
不
安
定
な
動

.伽

態
麗

編

係
の
世
轟

濟
的
な
性
箏

持
つ
た
論
理
・
明
確
畢

莚

・
論
理
で
薯

一

・
創
導

ん
・
す
・
催

理
論
で
あ

諮

・
.
・
…

フ
・
・
は
・
欝

憤
堕

落

格
・
響
動
・
轟

化
…

揺

毒

す
る
・
で
あ
る
.

、
錨
.

　
　

さ

・
レ
ド
ベ
ル
よ

は
・
れ
と
關
係
あ
る
問
題
叢

一例
換

講

に
究
明
し
鑑

の
自
然
的
糖

關
係
に
つ
き
検
討
茄

へ
た
の
で

鑑

・
…

ー
フ
ン
…

れ
写

ド
ベ
ル
よ
.
・
牧
籍

値
理
論
・
た
だ
「空

地
所
有
、
比
較
的
粗
放
轟

楚

・
み
ざ

諮

盤ア
ヨ

す
る
も
.の
で
あ
る
と
言
赴
。
そ
の
理
由
は
こ
.の
場
合
に
の
み
農

地
は
實
際
に
か
は
ら
ざ
る
地
代
源
泉
で
あ
り
、
本
来

の
所
有
目
的
物
.
3

H
由

㎞

e5
』

に
外
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
ル
ー
ラ
ン
ド
が
か
」
る
地
代
源
泉
理
論
臨
歴
史
的
制
約
を
受
げ
て
居
る
、
換
言
す
れ
ば

一
特
定
時
代
の

19

一
肋

.

蕃

誘

現
象
垢

來
芸

み

で
あ
る
と
論
ず
る
掛
合
・
正
に
得
房

武
嬰

以
て
・
。
ド

ベ
ル
・
・
叢

撃

・
も
の
で
あ

噸
.贈

鱗

疑
難
鑛

鱗
賊難
鎌

簾
禁

鞭
議
陥謙
譲
賄
灘

m
咽
D
酎

に

ル
ー
ラ

ン
ド

に

土
地

は

そ

の

収
益

に
關

係

な

く

そ

れ

自
艦

}
の
債

値

を

持

っ

て
る
る

こ

と
を

誰
明

し
よ

う

と

す

る

。

ケ

リ

イ
は

か

,㎞
R

激

っ
て
堆
糞

塁

婆

・
嚢

・
利
用
・
・
砦

毒

・
聴

そ
・
・
投
・
・
募

・
資
奮

馨

・
・

聯

.

も
・
主

張
し
た
・
、
・ー

ド
…

ス
・
ケ
・
イ
と
は
土
盛

値
に
閲
す
る
見
解
に
於
て
・
極
を
袋

・
・
も
・
・
あ
る
.
こ

個
漁

れ
等
に
謝
し
て
、ル
ド
ル
フ
・
マ
イ
ヤ
ー
ば
地
代
源
泉
理
論
は
た
野
地
代
の
騰
貴
せ
る
期
間
に
の
み
正
し
く
愛
當
す
る
と
主
張
し
た
の
.
恥
㎜
臣
㎞

し

ソ

　

で
あ

る

が

、

ル
ー

ラ

ン
ド

は

こ

れ

に
附

加

し

て
文

明

の
進

む

と
共

に
、

地

代

は
培

大

し
、

下
降

現
象

の
下

で
地

代

は
減

少

す

る

と
述

㎏
T
V
α

か
　
　

ド

ラ
ラ
　

ヨ

　
ロ

の

べ
る

。
.

-
.
.
.
.

■
=
.

二一一」

、



【

」

L
.

,

ン

〃
ー
テ
ン
ド
隷
酒日
然
的
生
産
的
ち
農
業
の
本
質
に
關
す
る
彼
σ
見
解
が
如
何
に
ロ
ー
ド
ペ
ル
ト
ス
の
ぞ
鶴
と
大
な
る
距
離
を
[有
す

季

理
…

亀

・
き

…

　

・
て
・
嘉

竃

代
暴

・
・
代
ば
土
地
・
婁

・
・
髭

・
馨

鞭
覧

附
.m

債
値
は
唯

】
の
決
定
的
偵
値
な
り
と
の
主
張
に
迄
高
め
ら
れ
て
居

る
の
で
み
る
が
、
ル
」
ラ
ン
ド
に
於
て
は
こ
れ
と
反
封
に
一
農
地

紺
識

の
純
漿

は
市
揚
幕

と
生
霧

生
癬

と
の
藷

・
は
見
做
さ
れ
・
、
・
地
所
暑

麓

が
そ
の
稀

を
震

す
る
ど
こ
ろ
の

甑

㎞

お
　さ
し
じ

生
産
費
は
確
定
せ
み
れ
得
搬
故
で
あ
る
。
.こ
れ
は
正
に
自
作
農
家

の
理
論
と
稗
す
べ
き
で
あ
り
、
地
代
取
得
地
主
の
理
論
と
異
る
所

さ

　

　

掃

舗

以
で
あ
る
。
か

く
て
彼
は
農
地
は

㎝
の
生
塵
物
で
あ
り
、
そ
れ
故

に
土
地
資
本
で
あ
り
、
牧
谷
の
如
何
に
關
係
な
く
そ
れ
自
罷

一
の

n
t

艶
h

黙

認

債
値
を
保
持
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
根
本
的
見
解
を
開
陳
す
る

の
で
あ
る
。
.ル
ー
ラ
ン
ド
は
斯
様
に
土
地
の
貫
債
値

の
導
出
の
た

　

　

じ

砿

㎞

田

畑

B

"㏄

r
.
n

め
に
、

一
方
忙
於
て
は
土
地
を
土
地
資
本
と
し
て
把
握
す
る
の
で
あ
る
が
、
.他
方
に
於
て
は
上
地
所
有
を
資
本
所
有
と
し
て
商
品
の

m
醐
血
路

囲
擢

D

刻
印
を
捺
す
こ
と
に
は
決
定
的
に
反
射
を
と
な

へ
る
の
・で
み
る
。
要
す
る
に
彼
は
市
場
経
済
的
観
鮎
よ
ウ
取
扱
は
れ
た
る
債
値
相
野

瓢
α
㎝
山
.
.

ド

じ

さ

ロ

性
に
反
謝
し
、
塁

塞

盤
と
し
憂

値
の
絶
糠

を
打
建
て
・
土
地
の
眞
便
隻

以
て
国
民
馨

的
怒

形
成
の
確
固
た
る
支
柱

岨
慮

㎞

㎝
農

㎞

を

創
造
せ
ん
と
企
圖
し
、
か
く
て
國
昆
経
済
的
基
底
の
上
に
、
便
格
の
世
界
経
済
的
性
格
を
伸

へ
る
不
安
定
性
牝
劉
し
て
安
定
的
な

血
W

血

¢

・鵬
d

団

債
格
構
成
の
原
理
を
定
立
せ
ん
と
努
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
彼
の
期
待
し
た
と
こ
ろ
は
労
働
を
資
本
の
支
配
慾
よ
り
解
放
、

鑑
圏

・
・
8
・
・
に
・
・
馨

奮

・
下
・
於
・
・
馨

塗

す
窪

で
・
る

.

噛

㎞
瀞

妻

妾

㌍

鑑

の
霧

穰

・
擾

の
摺

を
現
・
す
も
②

し
・
・
響

で
・
　

ー

ド
ベ
ル
・
・
の
牧
覆

磐

・

謡

瑠

　

↓

・
・
め
考
へ
・
審

的
案

に
合
致
芸

便
観

念
義

足
せ
し
む
・
も
の
で
は
あ
再

な
か
っ
た
の
で
あ
・
・
鑑

　

の
.
盤

蛮

`

馨

は
ま
つ
蕩

忙
よ
若

げ
ら
砦

も
の
で
あ
り
・
そ
れ
故
に
鑑

の
摺

は
た
茎

地
所
有
の
函

警

驚

に
止
ま
ら
突

風
α
盟

ア
　

ヒ
　

.同
時
・
蕎

の
一
駿

で
有

れ
楼

ら
な
参

た
。
な

る
立
場
・
立
グ
時
養

媛

の
有
す
・
意
義
・
次
の
如
を

亀

勘

㌣

グ

ス
〃

・

・
ル

ー
ラ

ン
ド

の
農

業

経
濟

理

論

第

五
†
七
巻

・

,六

九

第

一
競

六
九

ノ

、



馬

r

険

.

＼

＼
グ

ス
タ

フ

●
ル

レ
ラ

ン
ド

の
農
韮
㎝紹
脚済

理
論
…
.
.

第

五

十
七

巻

.

七

〇

第

「
肺
甲
.

七

〇

ノ

ち
、
古
き
封
建
関
係
σ
基
礎
の
上
に
立
つ
た
土
地
牧
釜
を
労
働
と
土
地
所
有
と
に
配
分
す
る
と
こ
ろ
の
原
理
は
こ
」
に
清
滅
し
、
そ

.

の
代
り
に
自
己
の
土
地
に
於
て
労
働
す
る
維
螢
者
の
原
理
が

「
自
然
的
形
態
」
に
迄
高
め
ら
れ
た
,の
で
あ
り
、
聾
傾
敗
釜
は
土
地
所

有
の
特
讐

り
上
位
権

か
れ
・
鑑

竺

の
地
代
源
泉
よ
勢

働
の
磐

へ
壷

化
し
て
行
づ
乖
の
.で
あ
麓

・
れ
　

當
華

岳

・
れ
・
駄

齢

・
ゴ

増
募

饗

養

・
手
・
・
入
・
・
暑

と
が
毒

砦

・
白
襲

取・
内
的
な
・
奮

L
な
・

で
あ
る
。
要
す
る
に
、土
.地
は
労
働
と
自
然
と
を
結
合
し
て
国
民
経
済
共
同
騰
に
役
立
た
し
め
ん
が
た
め
に
牧
釜
を
あ
げ
惹
目
的
で
獲

得
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
土
地
か
ら
地
代
が
あ
げ
ら
れ
ん
が
た
め
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

「更
に
ル
ー
ラ
ン
ド
は
次
の
如
く
述
べ
て
み
る
。
土
地
の
債
値
は
渦
去
及
び
現
在
の
国
民
勢
働
網
腿
の
生
産
物
で
あ
る
。
換
言
す
れ

ば
土
地
の
眞
實
債
値
は
あ
る
時
鐵
に
於
け
る
投
機
癖
を
持
つ
個
人
に
謝
す
る
楓
値

で
は
な
く
、
過
去
幾
世
代
に
わ
た
る
あ
ら
ゆ
る
欝

脚

'

〕

r働
の
關
嚇
せ
る
国
民
共
同
膿
内
の
便
値
な
の
で
あ
る
。
ζ
の
便
値
規
定
は
い
は
ば
土
地
に
投
下
せ
ら
れ
た
勢
働
及
び
資
本
の
個
個
を

市
場
慣
格
の
偶
然
か
ら
保
護
す
る
と
い
ふ
目
標
を
狙
◇
て
居
る
。
牧
釜
は
ル
ー
ラ
ン
ト
に
と
っ
て
は
土
地
所
有
に
の
み
關
係
あ
る
大

}

、
.
.
.

、

ぬ

さ
で
は
な
く
、
経
螢
の
結
果
で
あ
り
、
從
て
努
働

に
も
關
保
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
」
か
ら
も
亦
舞
働
及
び
資
本
集
約
度

の
大
な

る
を
特
徴
と
す
る
場
合
地
代
源
泉
と
し
て
の
土
地
學
説
は
支
持
し
が
た
い
さ
言
ふ
結
論
が
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く

て
ル
ザ
ラ
ン

ド
は
重
農
學
派
の
自
然
の
賜
物
と
し
て
の
地
代
論
は
勿
論
、
リ
カ

ル
ド
オ
の
差
額
理
論
を
も
斥
け
、
地
代
を
勢
働
の
よ
り
高
き
倫
理

的
原
理
に
飾
馬
せ
し
め
ん
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
.

指

し

ハ

　ト

ユ

省
リ
カ
ル
ド
オ
の
地
代
理
論
に
關
し
述
ぶ
る
と
こ
ろ
は
特
に
痛
切
で
あ
り
、
極
度
に
集
約
せ
ら
れ
て
居
る
。
土
地
の

「
自
然
的
差

異
」
な
る
假
審

つ
い
て
も
そ
れ
が
更
に
醤

の
結
果
李
発

せ
ら
れ
得
る
凄

端

的
に
述
㌦

又
リ
カ
ル
ド
オ
地
代
理
論
の
重

勲
億
土
地
の
自
然
的
差
異
に
存
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
究
極
に
於
て
人
口
増
加
に
俘
ふ
盒
糧
手
段
生
産
の
國
家
的
猫
舌
の
要

、

、

＼

S.51.4)αRuh1且 μd;a.a.0.S.52.5)G.Ruhlandia・a・0・S・50・
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霧
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纒

灘
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繋
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騨

縁

蕪
雑
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経

籍

総
総
磁騒
籍

黙騰

な

い

で

あ

ら

う

む

　
　

　

　

　

農
産
物
に
關
す
る
海
外
諸
国
・
の
馨

・
つ
い
.て
は
、

お

新
團

の
商
・器

落

雁

の
諸
国
の
國
轟

濟
的
震

。
封
.
あ

、

ζ

多

.
ル
ー
7
ン
・
の
農
業
撰

器

、

・

第
辛

巻

・
.
七
一

第
」
號

主

ヒ

萄

、



'
.

r

、

、

.ρ

プ
ス
タ
.・
・
～

ン
ド
暴

落

・
沸
.
.
.

、

・
・
嘉

.

.
七
二

笙

脱

ぎ

罐
か
も
専
制
君
主
の
如
・
猛
威
書

士

・
》

婁

空

方
・
於
・
郵

認
・
書

籍

位
蓄

・
す
る
の
で
お
.

。
。
又
保
諾

房

総

纏

馨

る
自
璽

素
攣

葺

國
・
保
護
・
・
的
・
は
な
-
・
、・
我
国
國
轟

濟
・
蕩

力
の
質

.

的
育
成
」
が
晶

で
脅

、
.厘

三

舟

る
關
馨

取
・
短
期
間
無

逐

肇

芸

ら
・
如

く
努
・
・
れ
た
な
昆

最
も
有
.

数警

献
繕

蕪

奪

tに静

の學誰観

覧

、箋

幾

等
レ
く
鋭
く
相
・
・
　

至
・
.
畢

・
…

妄

・
・
.・
雰

・
・
傾
・
・
漸
・
深
刻

と
護

に
ア
ζ

.
ス
ミ
ス
に
於
て

亀

圭
、
.資
本
家
醤

禽

者
嘆

々
分
離
せ
・
摯

居
・
が
、
他
方
番

圭
馨

旨

由
套

工
糞

響

を
・
綻

會
理
論

の
.
68

出
蕪

と
し
。
身

。
こ
れ
ら
に
絶

て
・
.一
・フ
ン
ド
の
肚
轟

濟
観

察
方
荏

猫
立
寡

髪

…
.
蓄

・
…

の
上
に
立

幡

つ
、
の
で
。
,
、
警

す
れ
ば
・
の
蓄

に
蕩

及
萎

本
を
或
・
蕩

及
び
班

・
暮

し
で
・

・
所
・
経
響

の
上
に
立
っ
て

(

鰻

嚢

翫

難

舞

鱗

鳳
鰯

編

出
襲
職
を
な
す
も
の
で
あ
り
,
そ
の後
の
箸

勤.に
於
て
欝

層

畳

竃

。
書

識

量

・
結
.

、
言
.
.

弓

ル撰
無

難

欝

肋講

難

無

難

ソ籍
蕊

の
時
代
と
共
に
蒸

す
る
羅

を
趨
り
、
而
し
て
最
後
に
彼
・
初
期
の
薄

に
一

般
・
理
論
・
蓄

委

す
土
地
・
慣
値
π
つ
い

α
轟

α
.、

て
究
明
工
た
の
で
あ
。
た
.
彼
切
瑳
諜

學
を
除
す
と
こ
ろ
な

《
把
・
し
・醐
越
す
る
書

滋
、
破
・
著
作
・
禽

将

欝

す
.

碧

'

、



、

.

}

.

、

ρ

る
必
要
が
あ
る
乏
考

へ
ら
れ
る
。
彼
⑳
催
濟
學
は
い
は
ば
す
べ
.て
農
業
の
基
礎
の
上
に
立
ち
嵩
土
地
思
想
が
そ
の
基
礎
に
横
は
つ
て
.

、

.

居
る
が
故
で
あ
る
ゆ
こ
」
で
は
た
だ
彼

の
初
期
の
一
著
書
を
通
じ
て
、
彼

の
思
想
の
根
底
を
貫
ぬ
く
+
地
思
想
、
チ
ウ
ネ

ン
、
.ρ
ー

ド
ベ
ル
ト
ス
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
デ
イ
の
流
れ
を
く
む
彼
の
農
業
経
済
観
を
幾
分
で
も
把

へ
ん
と
す
る
努
力
が
試
み
ら
れ
た
.に
踊
ぎ
す
、
-

い
ば
ば
後
に
つ
づ
く
べ
き
ル
ー
ラ

ン
ド
農
業
経
済
學
研
究
の

一
の
序
論
と
し
て
の
任
務
を
持
つ
の
み
で
あ
る
。
彼
の
農
業
経
済
學
の

十
全
な
る
把
握
は
倫
果
さ
る
べ
き
課
題
で
あ
ら
う
。
.
.
.
.

.

{

・

-
、

走
こ
ろ
で
上
述
せ
る
ど
こ
ろ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
何
を
學
び
取
つ
完
か
、
先
づ
第

【
に
、
彼
の
理
論
が
彼

の
租
國
ド
イ
ツ
の
農
業
事

情
を
忠
實
に
反
映
し
て
み
る
鮎
で
あ
る
。
農
業
が
そ
の
畳
ま
れ
る
土
地
を
異

に
す
る
に
從
ひ
、
如
何
に
そ
の
現
は
れ
方
を
異
に
す
る

か
は
、
古
典
的
地
代
理
論
の
爽
生
の
地
英
國

に
於
て
も
り
カ
ル
ド
オ
に
野
立
し
て
リ
チ
ャ
ー
ド
.「
ジ
ヨ
オ
ン
ズ
の
地
代
理
論
を
見
出

し
得
る
事
の
み
か
ら
で
も
十
分
認
識
し
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
、
.ま
し
て
護
展
段
階
を
異
に
せ
る
國
に
於
て
ば
古
典
派
地
代
理
論
が
そ

・
真

華

・
壌

・
…

言
　

…

含

・
・
　

…

代
諾

讐

鋭
・
批
・
・
　

・
た
所
以

瓢
8
.
=
6

0一

が
あ
る
。
而
し
て
一
方
土
地
を
置
去
の
鼻
衝
の
累
積
に
外
な
ら
す
と
考

へ
、
旋

っ
て
土
地
ぼ

…
の
固
定
化
せ
る
資
本
な
り
と
見
る
の

　

　

　

ロ

で
奮

・
こ
れ
　

當
然
響

曇

れ
る
結
論
は
・
地
代
の
特
殊
的
性
質
の
喪
失
で
あ
　

地
貸

・
↓

ヤ
ル
の
い
ふ
準
地
代
に

α
α
乳

ド

み

ロ

ユ

　
ラ

嬬離
縁
縫
鶴
嬉
鰭
冠
姻暦齢
縫
蕪
謡
鋒
終
編
鰐
葡循
慧
報

蜘翫
　

ほ

　

…

か
.
・
れ

畢

・
・
-
フ
ン
・
の
答
は
明
馨

・
…

.
・
皐

ラ
ン
み

考
察
す
る
と
詮

・
だ
・
家
勢

.
撚

幽

を

以

て
自

己

の
土

地

の
上

に
農

業

を
螢

む
所

匹
農

家

で
あ

り

、

そ

の
限

り

地
代

な
る

概

念

は
不

要

の
概

念

で
あ

り

、

そ

れ

ど

こ

ろ
か

9
α
d

V

'

　

　
　
ラ
　
　

有

害

な

る
概

念

な

の

で
み

る

ρ

そ

こ

に
生
す

る
所

得

は

勢
賃

で

も
利

子

で
も

地

代

で

も
な

い
、

そ

の
未
分

の
状

態

、
.即

ち
農

家

の
所
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玲
20
刎

グ

ス
タ
フ
・
.ル
ー
ラ
号
ド
の
農
業
経
済
理
論

」
.
.

第
五
+
七
巻
.

七
三

第

一
罪
.

占
三

、



、

2

、

r
グ
ス
タ
フ
・
ル
ー
ラ
ン
下
の
農
業
経
済
理
論
.

第
五
十
七
巻

「

七
四

笛
二
號

・

七
四

得
な
の
で
あ
り
、
か
曳
る
場
合
に
於
で
の
み
ド
イ
.ツ
農
業
が
救
済
せ
ら
れ
從

っ
て
ド
イ
ツ
が
危
機
か
ら
逃
れ
得
る
の
で
あ
る
つ
彼
が

土
地
の
商
品
化
を
絶
対
に
排
撃
す
る
現
出
も
、
土
地
の
商
品
化
は
土
地
の
喪
失
を
容
易
な
ら
七
め
、
、土
地
の
喪
失
ば
農
家
の
破
滅
を

招
來
し
、
ド
イ
ツ
の
存
在
を
危
く
す
る
が
故
で
あ
る
の
要
す
る
に
彼
の
農
家
理
論
は
チ
ヤ
ヤ
ノ
ブ
の
如
く
、
小
農
が
自
家
努
力

の
弾

.

力
性
に
よ
り
浦
極
的
に
資
本
主
義
の
攻
勢
に
よ
く
耐

へ
得
る
性
質
を
誰
明
す
る
も
の
で
も
な
く
、
ダ
ヴ
ィ
ツ
ド
の
如
く
農
業
の
存
ず

る
主
と
し
て
有
機
的
な
る
蒋
殊
性
に
よ
る
小
農
優
越
性
を
説
く
も
の
で
慰
な
い
。
「彼
は
む
し
ろ
小
農
の
悲
惨
な
る
運
命
を
正
視
し
得

す
、
積
極
的
に
国
家
的
立
場
よ
り
の
こ
れ
が
支
持
を
要
請
し
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
と
考

へ
る
の
で
あ
る
、
彼
か
ら
得
ら
れ
る
結
論
は

農
業
は
盗
本
主
義
の
生
ん
だ
纈
子
で
あ
る
と
言
へ
ぬ
で
.あ
ら
う
か
。

ゴ
.

、

第
二
に
彼
の
土
地
の
自
然
低
価
な
る
概
念
を
、
チ
ウ
ネ

ン
の
自
然
勢
銀
、
自
然
利
子
の
概
念
と
対
比
す
る
時
、
甚
淀
興
味
深
き
も

の
を
毘
え
る
の
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
チ
ウ
ネ

ン
の
分
配
論
に
は
、
二
つ
の
性
格
を
異

に
せ
る
所
得
概
念
が
併
存
し
て
み
る
の
で
あ

る
。
そ
の

一
は
限
界
生
産
力
設
に
よ
る
利
子
及
び
勢
銀
、
地
代
の
説
明
で
あ
り
、
純
粋
経
済
論
的
な
所
得
概
念
で
み
る
が
、
そ
の
二

は
こ
れ
と
対
照
し
て
多
分
に
倫
理
的
性
格
の
加
は
つ
た
自
然
聲
銀
、
自
然
利
子
の
概
念
で
あ
る
面
.堕
し
て
チ
ウ
ネ
ン
に
於
て
は
自
然

地
代
は
設
か
れ
て
る
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
故
で
あ
る
か
、
地
代
に
は
か
」
る
も
の
の
存
在
は
許
さ
れ
ざ
る
か
。
か
つ
て

か
や
う
次
疑
問
を
持
つ
た
こ
と
が
あ
.つ
た
。
今
何
故
説
か
れ
な
か
っ
た
か
の
理
由
が
ル
ー
ラ
ン
ド
の
土
地
の
自
然
債
値
理
論
に
於
て

お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
理
解
し
得
た
か
の
如
く
考

へ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

、＼

.

'

22)例 へ ばG.Ruhland;a.a.0.S.121.

、

、




